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通
学
合
宿
初
日
は
、
夕
食
を
各

家
庭
で
済
ま
せ
て
か
ら
龍
門
館
へ

集
合
し
、
開
級
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
開
級
式
で
は
、
サ
ポ
ー
タ
ー

と
し
て
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
支

援
し
て
い
た
だ
く
地
域
の
方
た
ち

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
後
、
通
学
合

宿
の
目
的
や
共
同
生
活
の
ル
ー
ル
、

３
日
間
の
活
動
予
定
な
ど
の
説
明

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
日
目
は
、
各
家
庭
で
の
生
活

よ
り
少
し
早
起
き
を
し
て
、
布
団

の
整
理
や
朝
食
作
り
、
片
付
け
、

学
校
へ
行
く
た
め
の
身
支
度
な
ど

を
自
分
た
ち
で
行
い
、
元
気
に
登

校
し
ま
し
た
。

授
業
終
了
後
、
子
ど
も
た
ち
は
、

運
動
場
に
集
合
し
、
自
分
た
ち
の

夕
食
の
材
料
を
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方

と
一
緒
に
商
店
街
で
購
入
し
て
か

ら
龍
門
館
へ
帰
り
ま
し
た
。

龍
門
館
到
着
後
、
子
ど
も
た
ち

は
お
風
呂
掃
除
、
う
わ
ば
き
洗
い
、

夕
食
の
準
備
を
、そ
れ
ぞ
れ
サ
ポ
ー

タ
ー
の
方
の
指
導
を
受
け
、
慣
れ

な
い
家
事
を
行
い
ま
し
た
。

夕
食
を
済
ま
せ
、
全
員
で
片
付

け
を
終
え
る
と
、
２
班
に
分
か
れ
、

茶
道
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

茶
道
体
験
で
は
、
茶
道
の
心
得

の
あ
る
方
に
指
導
を
し
て
い
た
だ

き
、
礼
儀
・
作
法
を
学
び
ま
し
た
。

最
終
日
と
な
る
３
日
目
は
、
起

床
後
、
朝
食
を
準
備
す
る
グ
ル
ー

プ
と
お
風
呂
掃
除
を
す
る
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
、
活
動
を
始
め
ま
し

た
。朝

食
の
片
付
け
が
終
わ
る
と
、

荷
物
の
整
理
、
布
団
の
片
づ
け
を

し
て
、
昼
食
の
お
に
ぎ
り
作
り
を

行
い
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、

苦
戦
し
な
が
ら
も
、
一
生
懸
命
に

お
に
ぎ
り
の
形
を
整
え
ま
し
た
。

そ
の
後
、
体
育
指
導
委
員
の
指

導
の
も
と
、
サ
ポ
ー
タ
ー
の
皆
様

と
一
緒
に
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
行
っ
た
り
、
昼
食
で
自
分
た
ち

が
作
っ
た
お
に
ぎ
り
を
食
べ
た
り

し
て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

・
料
理
を
自
分
で
作
る
の
が
楽
し

か
っ
た
。
家
で
も
や
っ
て
み
た

い
。

・
サ
ポ
ー
タ
ー
の
方
に
い
ろ
い
ろ

な
生
活
の
知
恵
を
教
え
て
も
ら
っ

た
。（
カ
レ
ー
の
お
皿
を
拭
い
て

か
ら
洗
う
等
）

・
茶
道
は
、
難
し
か
っ
た
け
ど
、

と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
年
齢
の
異
な

る
小
学
生
が
、
家
庭
を
離
れ
た
環

境
で
、
共
同
生
活
し
な
が
ら
登
下

校
す
る
も
の
で
す
。
日
常
生
活
に

必
要
な
生
活
能
力
を
習
得
す
る
こ

と
や
、
子
ど
も
の
活
動
を
地
域
の

大
人
が
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、

交
流
を
深
め
、
地
域
と
子
ど
も
・

家
庭
を
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

「
通
学
合
宿
」
は
、
ど
な
た
が
実

施
し
て
も
構
い
ま
せ
ん
。
規
模
の

要
件
も
な
く
ス
ポ
ー
ツ
団
体
、
地

域
の
仲
良
し
グ
ル
ー
プ
、
子
供
会

で
も
実
施
で
き
ま
す
。

県
か
ら
の
補
助
金
も
あ
り
ま
す

の
で
、
興
味
・
関
心
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松
崎
小
学
校
の
４
年
生
か
ら
６

年
生
ま
で
の
希
望
者

人
が
参
加

４０

し
て
、

月

日（
木
）か
ら

日

１０

１３

１５

（
土
）の
２
泊
３
日
の
日
程
で
、
松

崎
高
校
の
宿
泊
施
設
「
龍
門
館
」

に
て
、「
ま
つ
ざ
き
っ
子
通
学
合
宿
」

を
行
い
ま
し
た
。

１

日

目

2

日

目

3

日

目

参
加
し
た
感
想

開 級開 級 式式

元気に登元気に登校校

夕食作夕食作りり 商店街へ買い商店街へ買い物物

ニュースポーツ大ニュースポーツ大会会



333

県
内

市
町

チ
ー
ム
が
参
加

３５

３９

し
、
第

回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅

１２

伝
競
走
大
会
が

月
３
日（
土
）、静

１２

岡
県
庁
を
ス
タ
ー
ト
、
草
薙
陸
上

競
技
場
を
ゴ
ー
ル
と
す
る

区
間

１１

・
１
９
５
丼
の
コ
ー
ス
で
行
わ

４２れ
ま
す
。

こ
の
ほ
ど
、
大
会
に
参
加
す
る

松
崎
町
チ
ー
ム
の
登
録
選
手
が
決

定
し
ま
し
た
。

今
年
は
昨
年
の
成
績
（
町
の
部

７
位
）
を
上
回
る
こ
と
を
目
標
に
、

熱
心
な
練
習
を
重
ね
て
い
ま
す
。

松
崎
町
民
の
代
表
と
し
て
、
懸

命
に
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
選
手
た
ち

に
練
習
、
本
番
と
も
皆
様
の
ご
声

援
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

松崎町代表チーム
登録選手決定！

第第１１１１回市町対抗駅伝大会の様回市町対抗駅伝大会の様子子

月
3
日（
土
）

時
ス
タ
ー
ト

12

10

み
ん
な
で
応
援
し
ま
し
ょ
う
！

山本佳穂さん
（松崎高２年）
－中村－

高橋茉由さん
（松崎高２年）
－松尾－

平野文珠さん
（松崎中２年）
－桜田－

舩津弘貴さん
（松崎高３年）
－船田－

石田達也さん
（松崎高３年）
－江奈１－

石田祥平さん
（松崎高１年）
－大沢－

高見武彦さん
（アドホックヤマダ）

－道部－

土屋武彦さん
（下田中教諭）
－桜田－

佐藤寿紀くん
（松崎小５年）
－雲見－

青木 稜くん
（松崎小６年）
－峰輪－

舩津有里さん
（松崎小６年）
－船田－

佐野春奈さん
（松崎小６年）
－道部－

田中真沙美さん
（帰一寺）
－船田－

関 まどかさん
（専門学校）
－雲見－

鈴木啓介さん
（仁科小講師）
－伏倉－

石田和也さん
（東洋大３年）
－江奈１－

高見育美さん
（松崎中１年）
－道部－

山地玲子さん
（松崎中３年）
－北区－

渡辺寛也くん
（松崎中３年）
－道部－

関 俊也くん
（松崎中３年）
－宮内－

佐藤真一さん
（下田中教諭）
－金沢－

佐藤文彦さん
（賀茂中教諭）
－雲見－

コーチ 監督

第４区一般（女子） 第３区小学生（女子） 第２区小学生（男子）

第11区一般（男子） 第８区中学生（女子） 第７区中学生（男子）
第６区

40歳以上（男女不問）

第１区・第９区ジュニアＡ・Ｂ（女子）

第５区・第10区ジュニアＡ・Ｂ（男子）

滑
第

回
大
会

松
崎
町
チ
ー
ム
練
習
参
加
者

12
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町町町
職
員
給
与
等
の
状
況

町町
職
員
給
与
等
の
状

町
職
員
給
与
等
の
状
況況

こ
の
人
件
費
に
は
、
町
職
員
に

支
払
わ
れ
る
給
与
の
ほ
か
、
町
議

会
議
員
や
各
種
委
員
な
ど
の
特
別

職
に
支
払
わ
れ
る
給
与
、
報
酬
も

含
ま
れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
は
、
人
事
院
勧
告

２３

に
よ
り
月
例
給
に
つ
い
て
、
０
・

２
３
舒
の
引
き
下
げ
な
ど
が
検
討

さ
れ
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３

町
で
は
、
住
民
の
皆
様
に
町
行

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
町
職
員
の
給
与
等

の
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

町
職
員
の
給
与
は
、
国
お
よ
び

他
の
市
町
村
、
な
ら
び
に
民
間
事

業
所
の
給
与
等
を
考
慮
し
て
定
め

る
よ
う
地
方
公
務
員
法
に
規
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

平
成

年
度
普
通
会
計
決
算
に

２２

占
め
る
人
件
費
の
割
合
は

舒
で
、

１７

内
訳
は
左
図
に
示
す
と
お
り
で
す
。

平成22年度 普通会計決算
人件費総額
6億7，623万円

給料

3億2,004万円

47.3％

報酬等

5,475万円

8.1％

共済費

1億6,277万円

24.1％

職員手当等

1億3,867万円

20.5％

技能労務職一般行政職

平均年齢平均給与月額平均年齢平均給与月額

52歳0月284，636円40歳8月349，464円

１人当たり
給与費
（Ｂ／Ａ）

給 与 費 等職員数

計（B）
期末・
勤勉手当

職員手当給料（A）

517万円4億3,421万円1億613万円3,254万円2億9,554万円84人

金 額区 分

１７２，２００円大学卒
一

般

行
政
職

１４４，５００円高校卒

１８４，２００円大学卒
採
用
後
二
年
経

過
後
の
給
料
額

１５４，４００円高校卒

年間支給額期末手当月 額区 分

10,124,010円給料月額
×1．15（役職加算）
×3．95月分

612,000円町 長

給

料

報

酬

08,188,537円495,000円副町長

07,229,072円
給料月額

×1．15（役職加算）
×3．95月分

437,000円教育長

04,233,547円
給料月額

×1．15（役職加算）
×3．05月分

273,000円議 長

03,225,560円208,000円副議長

02,899,902円187,000円議 員

（平成23年4月1日現在） ※特別職・臨時雇用分は含んでいません。

（平成23年4月1日現在） （平成23年10月1日現在）

計１２月６月区 分

2．6月分1．375月分1．225月分期 末

1．35月分0．675月分0．675月分勤 勉

合計
技能
労務職

小計

６級５級４級３級２級１級区 分

課長課長補佐係長主任主査主任主事
主 事
主事補

標準的な職名

84人15人69人9人7人15人9人14人15人平成22年度

83人14人69人9人7人14人9人15人15人平成23年度

（各年度とも４月１日現在）

（平成２３年１０月１日現在）

役職により課長職15％、課長補佐・係長相当職10％、

主任主査相当職5％が月額に加算されます。

煙煙煙職員の平均給与月額・平均年齢

煙煙煙初任給

煙煙煙期末・勤勉手当

煙煙煙給与費等の状況（平成22年度普通会計決算）

煙煙煙特別職の報酬

煙煙煙職員数（普通会計）
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年
末
調
整
や
確
定
申
告
に
は

ま
た
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
納

付
さ
れ
た
ご
本
人
の
社
会
保
険
料

控
除
の
申
告
に
加
え
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

そ
の
際
に
は
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
し

て
く
だ
さ
い
。

た
国
民
年
金
保
険
額
と
、
年
内
に

納
付
が
見
込
ま
れ
る
場
合
の
納
付

見
込
み
額
で
す
。

な
お
、

月
１
日
か
ら

月

１０

１２

３１

日
ま
で
の
間
に
初
め
て
国
民
年
金

保
険
料
を
納
付
す
る
方
に
つ
い
て

は
、
翌
年
１
月
下
旬
に
同
様
の
証

明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し

た
全
額
が
所
得
税
お
よ
び
住
民
税

（
町
県
民
税
）
の
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険

料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
は
、

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら

月
１２

３１

日
ま
で
の
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
書
類

の
添
付
が
必
要
で
す
。

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
ま
す
。

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等

が
発
行
す
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
１
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年

金
保
険
料
の
額
を
証
明
す
る
「
社

会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」（
ハ
ガ
キ
）
が
日
本

年
金
機
構
か
ら

月
上
旬
ま
で
に

１１

送
付
さ
れ
ま
す
。

証
明
内
容
は
、
本
年
１
月
１
日

か
ら
９
月

日
ま
で
に
納
付
さ
れ

３０

こ
の
申
告
に
よ
り
、
翌
年
中
に

受
け
ら
れ
る
年
金
に
か
か
る
所
得

税
の
源
泉
徴
収
税
額
が
決
ま
り
ま

す
。も

し
、
提
出
を
忘
れ
る
と
各
種

控
除
が
受
け
ら
れ
ず
、
所
得
税
の

源
泉
徴
収
税
額
が
多
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

老
齢
や
退
職
を
支
給
事
由
と
す

る
年
金
は
、
雑
所
得
と
し
て
所
得

税
の
課
税
対
象
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

課
税
対
象
と
な
る
受
給
者
の
皆

様
に
は
、
毎
年

月
上
旬
ま
で
に

１１

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
扶
養
親
族

等
申
告
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
の

で
、

月
１
日
の
提
出
期
限
ま
で

１２

に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年
金

は
課
税
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
こ
れ

ら
を
受
給
し
て
い
る
皆
様
に
は
送

付
さ
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
年
金
以
外
に
収
入
が
あ

る
方
は
確
定
申
告
が
必
要
で
す
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
４
４
４

○
青
色
申
告
決
算
等
説
明
会

【
対

象
】

個
人
の
青
色
申
告
者

【
日

時
】

月

日
（
木
）

11

24

陰
午
前

時
～
正
午

10

隠
午
後
１
時

分
～
午
後
３
時

分

30

30

※
陰
と
隠
は
同
じ
内
容
で
す
。

【
場

所
】

下
田
市
民
文
化
会
館
大
会
議
室

○
年
末
調
整
等
説
明
会

【
対

象
】

法
人
お
よ
び
個
人
の
白
色
申
告
者

【
日

時
】

月

日
（
金
）

11

25

午
後
１
時

分
～
午
後
３
時

分

30

30

【
場

所
】

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル

※
平
成

年
分
か
ら
青
色
申
告
決

23

算
書
用
紙
は
、
確
定
申
告
書
用
紙

等
に
同
封
さ
れ
ま
す
。

説
明
会
に
関
す
る
書
類
は
、
対

象
と
な
る
方
に
事
前
に
送
付
し
ま

す
の
で
、
当
日
必
ず
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
不
足
す
る
書
類
が
あ
る

場
合
は
、
説
明
会
場
ま
た
は
下
田

税
務
署
で
配
布
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

下
田
税
務
署
（
２
２
）
０
１
８
５

下
田
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

年
金
受
給
者
の
皆
様
へ

「
扶
養
親
族
等
申
告
書
」は

月
１
日
ま
で
に
提
出
を

12

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）控
除
証
明
書
」

が
必
要
で
す

国

民

年

金

平成24年分

「扶養親族等申告書」が送付される方

対 象 者年 齢

年間の年金額が１０８万円以上の方６５歳未満

年間の年金額が１５８万円以上の方６５歳以上

˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙ ˙
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－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

男

稲

葉

文

字

小

林

一

男

佐

藤

享

稲

葉

菊

恵

依
田
ふ
じ
枝

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

土
屋
規
矩
子

吉
岡
う
た
子

夏

目

和

子

斎
藤
み
つ
子

鈴
木
す
み
江

清

水

高

子

松
田
美
智
子

馬
追
の
い
つ
ま
で
鳴
け
る
夜
の
深
さ

年
重
ね
過
ぎ
ゆ
く
秋
を
惜
し
み
居
り

秋
祭
り
近
づ
く
宵
の
遠
太
鼓

秋
祭
社
頭
に
は
た
め
く
大
幟

猪
垣
を
め
ぐ
ら
せ
花
壇
守
り
け
り

手
作
り
の
山
車
引
く
子
等
の
豆
し
ぼ
り

若
衆
の
屋
台
踊
り
や
秋
祭

底
冷
え
や
祭
囃
し
を
盛
り
上
げ
て

外
流
し
片
足
洗
ふ
ひ
と
の
秋

田
園
に
頭
の
垂
れ
る
稲
穂
か
な

童
曳
く
樽
の
御
輿
や
秋
祭

太
鼓
打
つ
子
の
顔
眩
し
秋
祭

村
辻
に
猿
っ
子
踊
る
浦
祭

子
等
の
絵
の
揺
れ
る
行
灯
祭
り
笛

法
螺
の
音
が
景
気
を
つ
け
る
秋
祭

御
祝
儀
も
は
ず
ん
で
秋
の
祭
り
か
な

秋
祭
羽
織
袴
の
稚
児
屋
台

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

今
年
４
月
の
第
１
回
目
の
活
動

で
は
、「
畦
塗
り
」
作
業
を
実
施
し

ま
し
た
。
半
年
間
、
稲
の
成
長
を

支
え
る
た
め
の
畦
塗
り
は
非
常
に

重
要
な
仕
事
で
、
大
人
も
子
ど
も

も
田
ん
ぼ
に
入
り
、
富
士
常
葉
大

学
の
学
生
と
鍬
を
使
っ
て
苦
労
し

な
が
ら
畦
を
作
り
ま
し
た
。

５
月
に
は
、
棚
田
の
田
植
え
祭

に
合
わ
せ
て
オ
ー
ナ
ー
、
ト
ラ
ス

ト
会
員
と
一
緒
に
「
田
植
え
」
を

行
い
、
く
ら
ぶ
の
管
理
す
る
田
ん

ぼ
に
苗
を
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

６
月
に
は
、
富
士
常
葉
大
学
教

授
の
山
田
辰
美
先
生
を
講
師
に
招

き
、「
ホ
タ
ル
観
察
会
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
３
月
に
先
生
と
一
緒
に

ビ
オ
ト
ー
プ
を
整
備
し
、
ホ
タ
ル

の
幼
虫
を
放
流
し
た
成
果
が
表
れ
、

昨
年
よ
り
た
く
さ
ん
の
ホ
タ
ル
を

見
る
こ
と
が
で
き
、
感
動
の
観
察

会
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
は
、「
棚
田
の
秘
密
探
検
！
」

と
題
し
て
、
石
田
信
稔
さ
ん
（
江

奈
）
を
講
師
に
、
米
づ
く
り
に
大

切
な
水
に
つ
い
て
の
お
話
や
水
を

使
っ
た
遊
び
に
つ
い
て
勉
強
し
ま

し
た
。

平
成

年
の
第

回
全
国
棚
田

２２

１６

（
千
枚
田
）
サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
機

に
設
立
さ
れ
た
「
棚
田
百
笑
く
ら

ぶ
」
が
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

く
ら
ぶ
は
、
松
崎
小
学
校
の
児

童
を
対
象
に
、
毎
月
１
回
石
部
の

棚
田
を
活
動
場
所
と
し
て
、
畦
塗

り
、
田
植
え
、
草
取
り
、
稲
刈
り

な
ど
の
米
づ
く
り
を
通
し
た
「
農
」

の
学
習
や
、
専
門
講
師
を
招
い
て

の
自
然
観
察
会
、
ホ
タ
ル
観
察
会
、

生
き
物
観
察
会
な
ど
の
棚
田
を
取

り
巻
く
自
然
環
境
の
中
で
の
「
自

然
」
の
学
習
、
案
山
子
づ
く
り
や

棚
田
で
収
穫
さ
れ
た
お
米
を
使
っ

た
料
理
教
室
な
ど
の
「
文
化
」
や

「
食
」
の
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ストップ！消費者被害
～正しい知識で賢い消費者に～

「自分はだまされない」と思ってい

ても、相手はセールスのプロ。

甘い言葉や親切な対応、笑顔、時

には泣き落としといった巧みな手口

で契約させようとします。

自分と家族の大切な財産を守るた

めに、次のことを心がけましょう。

だまされないための心得５か条

陰はっきり断る！

隠うまい話はまず疑う！

韻気軽に個人情報を教えない！

吋署名、押印はうかつにしない！

右迷ったら一人で悩まず、まず相談！

＊事業者の不適切な行為により結ん

だ契約は、取り消しを主張できます。

あきらめずに、早めにご相談くだ

さい。

【問合せ】企画観光課

（４２）３９６４

棚棚田くらぶ稲刈り体棚田くらぶ稲刈り体験験

８
月
に
は
、「
草
刈
り
の
片
づ
け
」

を
行
い
、
炎
天
下
の
中
、
刈
り
取

ら
れ
た
畦
の
草
を
一
生
懸
命
集
め

た
り
、
田
ん
ぼ
の
中
の
雑
草
を
き

れ
い
に
取
っ
た
り
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
に
は
６
月
に
引
き

続
き
、
富
士
常
葉
大
学
の
山
田
辰

美
先
生
を
講
師
に
「
生
き
物
観
察

会
」
を
行
い
、
ト
ン
ボ
や
チ
ョ
ウ
、

バ
ッ
タ
な
ど
の
生
き
物
を
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
観
察
し
ま
し
た
。

く
ら
ぶ
で
は
、
今
後
も
稲
刈
り

や
棚
田
米
を
使
っ
た
料
理
教
室
、

し
め
飾
り
作
り
、
畦
切
り
な
ど
、

棚
田
に
関
す
る
活
動
を
予
定
し
て

お
り
、
子
ど
も
や
保
護
者
の
皆
様

と
一
緒
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

１
年
間
の
く
ら
ぶ
活
動
を
通
じ

て
、
子
ど
も
た
ち
に
は
食
の
大
切

さ
や
自
然
環
境
、
農
村
景
観
の
保

全
、
生
き
物
を
保
護
す
る
こ
と
の

大
切
さ
を
身
に
つ
け
て
も
ら
い
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
棚
田
に
込
め
た
ふ
る
さ

と
へ
の
想
い
を
子
ど
も
た
ち
に
伝

え
、
子
ど
も
た
ち
が
地
域
に
愛
着

を
持
ち
、
こ
の
棚
田
の
未
来
を
切

り
開
い
て
い
く
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

「
棚
田
く
ら
ぶ
」活
動
報
告

「
棚
田
く
ら
ぶ
」活
動
報
告
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雲見温泉海賊料理まつり

雲見海岸では、雲見温泉海賊料理まつりが開
催されました。クジラに見立てた約１３０安のカジ
キマグロが豪快に解体され、連休を利用して訪
れた多くの来場者に振る舞われました。

10/20

姉妹都市帯広市から季節の贈り物

姉妹都市帯広市から特産品のじゃがいも２００安
が届きました。贈っていただいたじゃがいもは、
学校給食のメニューに加えられ、子どもたちが
味わいました。

77

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て

９
月
に
開
催
さ
れ
た
長
八
ま

つ
り
に
合
わ
せ
て
、
松
崎
町
花

の
会
の
皆
様
に
よ
っ
て
、
伊
豆

文
邸
か
ら
観
光
協
会
ま
で
の
通

り
沿
い
に
民
具
を
使
っ
た
花
植

え
を
配
置
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ

の
花
植
え
は
、
な
ま
こ
壁

の
景
観
と
合
い
、
と
て
も
素
晴

ら
し
い
も
の
で
し
た
。

松
崎
町
花
の
会
の
皆
様
は
、

春
の
田
ん
ぼ
を
つ
か
っ
た
花
畑

で
の
案
内
業
務
や
あ
じ
さ
い

の
花
切
り
、
年
間
を
通
じ
て

道
の
駅
花
の
三
聖
苑
の
花
壇

と
建
久
寺
に
あ
る
花
壇
の
管

理
、
商
店
街
な
ど
に
設
置
し

て
あ
る
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト
の

植
替
え
作
業
を
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
花
に
関
わ
る
活

動
は
、町
が
推
進
す
る
花
い
っ

ぱ
い
運
動
の
中
心
に
な
る
も

の
だ
と
思
い
ま
す
。

町
内
に
は
、
花
の
会
の
皆

様
以
外
に
も
、
高
齢
者
世
帯

へ
の
給
食
サ
ー
ビ
ス
、
遊
歩

道
の
管
理
、
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

な
ど
多
岐
に
わ
た
る
活
動
に
よ

り
、
行
政
の
足
り
な
い
部
分
を

補
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
い
っ

た
団
体
の
ほ
と
ん
ど
は
、
会
員

の
高
齢
化
や
会
員
数
の
減
少
に

よ
り
、
組
織
を
維
持
す
る
事
が

困
難
に
な
っ
て
い
ま
す
。

町
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
こ

う
し
た
状
況
を
少
し
で
も
改

善
で
き
る
よ
う
、
職
員
自
身

が
行
政
職
員
と
い
う
立
場
を

離
れ
て
ひ
と
り
の
町
民
と
し

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

参
加
す
る
よ
う
促
進
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

松
崎
町
が
、
小
さ
く
て
も

魅
力
あ
る
町
に
な
る
よ
う
に
、

町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

へ
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願

い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

町長室からこんにちは ◯23

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
9/２5

第28回長八フェスティバル

長八美術館周辺では、第２８回長八フェスティ
バルが開催されました。会場では、ステージ
で演芸が披露されるとともに各種サービスコー
ナーが並び、多くの来場者で賑わいました。

10/8～9
棚田収穫祭

石部の棚田では、秋晴れの下、オーナーなど
２日間で約７００人が参加して収穫祭が開催され
ました。オーナーらは、地元の方の指導を受け
ながら稲の刈り取りに励みました。
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腎
臓
の
働
き
は
、
血
液
中
の
老
廃
物
を
ろ
過

し
て
、
尿
を
作
る
こ
と
で
す
。

良
く
な
い
食
生
活
が
続
く
と
、
血
液
中
に

「
糖
」
や
「
脂
肪
」
が
増
加
し
、
腎
臓
の
ろ
過

す
る
穴
を
無
理
矢
理
通
り
抜
け
て
穴
を
広
げ
て

し
ま
い
ま
す
。

広
が
っ
た
穴
か
ら
は
体
に
必

要
な
た
ん
ぱ
く
質
な
ど
も
漏
れ
出
し
、
腎
臓
の

機
能
が
低
下
し
ま
す
。

尿
を
作
れ
な
く
な
る
と
、
体
内
に
毒
素
が
充

満
し
、
命
を
落
と
す
深
刻
な
状
況
に
な
り
、
人

工
透
析
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
腎
臓

の
ろ
過
機
能
を
検
査
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
検
査
は
、
血
液
中
の
ク
レ
ア
チ
ニ
ン
と
い

う
血
液
中
の
老
廃
物
の
値
か
ら
、
腎
臓
機
能
が

正
常
か
判
断
す
る
も
の
で
す
。

こ
の
検
査
の
値
に
よ
り
、
自
分
の
腎
臓
機
能

が
一
目
で
わ
か
る
早
見
表
が
日
本
腎
臓
学
会
か

ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
定
健
診
の
結
果
説

明
会
の
資
料
で
も
説
明
し
て
い
ま
す
の
で
、
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

さ
ら
に
、
痛
風
の
原
因
と
な
る
「
尿
酸
」
が
、

腎
臓
の
ろ
過
機
能
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
き
ま
し
た
。
尿
酸
値
が
高
い
人
は
、
腎
臓
病

の
リ
ス
ク
が
高
い
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、お申し出ください。

町の人口と世帯

総人口 ７，８５４人（－９人）

男 ３，７１０人（－６人）

女 ４，１４４人（－３人）

世帯数 ３，１１９戸（±０戸）

転 入 １５人 転 出 ２１人

出 生 ４人 死 亡 ７人

（平成２３年９月３０日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ３件 （±０）

物損事故 １５件 （＋４）

死 者 ０人 （－１）

傷 者 ３人 （±０）

腎
臓
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
か
？

保
健
師
だ
よ
り

二
〇
一
一
年
十
一
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

〇

号

おくやみ申し上げます（死亡）

姉

妹

都

市

通

信

町 の 交 通 事 故

平成２３年９月発生分

（ ）内は前年同月比

届出人年齢氏 名地 区

與 重 郎97土屋とし子南 郷

三谷久江74山 蒼 吉 彦小杉原

博 之84渡邉み き江奈２

清 子76佐 藤 勝 弘船 田

紀 文70土 屋 基南 郷

姉

妹

都

市

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（９９月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

齊 藤 和 茂男泰 紀
たい き

岩 地

山 本 学女美 月
み づき

伏 倉

美 澤 桂女ソフィア雲 見

窓 清 秀女里 衣 奈
り い な

雲 見

おめでとうございます（出生）

帯
広
の
お
祭
り
に
欠
か
せ
な
い

食
べ
物
に
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
と
い

う
食
べ
物
が
あ
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
は
皆
様
も

ご
存
知
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
フ

レ
ン
チ
ド
ッ
ク
は
主
に
帯
広
を
含

む
道
東
地
域
で
販
売
さ
れ
て
い
る

独
特
の
も
の
で
、
北
海
道
で
も
札

幌
な
ど
で
は
知
ら
な
い
人
も
い
る

食
べ
物
で
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
と
フ
レ
ン

チ
ド
ッ
ク
の
違
い
は
、
魚
肉
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
ミ
ッ
ク

ス
の
よ
う
な
生
地
で
包
み
油
で
揚

げ
、
グ
ラ
ニ
ュ
ー
糖
を
ま
ぶ
す
の

が
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
、
豚
肉
主
体

の
ソ
ー
セ
ー
ジ
を
使
い
ホ
ッ
ト

ド
ッ
グ
の
よ
う
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
を

生
地
表
面
に
塗
っ
た
も
の
が
ア
メ

リ
カ
ン
ド
ッ
ク
で
あ
る
と
い
う
説

が
あ
り
ま
す
が
実
際
の
と
こ
ろ
、

そ
の
違
い
は
ケ
チ
ャ
ッ
プ
か
砂
糖

か
と
い
う
点
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

帯
広
の
お
祭
り
で
は
「
ア
メ
リ

カ
ン
ド
ッ
ク
」と「
フ
レ
ン
チ
ド
ッ

ク
」
屋
さ
ん
が
並
ぶ
こ
と
が
あ
り

ま
す
が
、
ど
ち
ら
の
お
店
で
も
ケ

チ
ャ
ッ
プ
と
砂
糖
の
味
付
け
を
選

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
結
局
は
ど

ち
ら
の
お
店
で
も
、フ
レ
ン
チ
ド
ッ

ク
も
ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
も
食
べ

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
ン
ド
ッ
ク
を
買
っ
た

と
き
に
ケ
チ
ャ
ッ
プ
？
砂
糖
？
と

聞
か
れ
た
ら
、
フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク

を
味
わ
う
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
ぜ
ひ

試
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

帯
広
市
か
ら

フフ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク

フ
レ
ン
チ
ド
ッ
ク
をを

知
っ
て
い
ま
す
か

知
っ
て
い
ま
す
か
？？

フフレンチドッフレンチドックク


